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「
戌
年（
平
成
30
年
）を
迎
え
て
！
」

　
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。
技
能
五
輪
大
会
で
は
過
去
最

多
の
１
３
７
名
の
選
手
が
参
加
、

金
賞
４
人
を
含
む
32
人
の
入
賞
と

初
の
団
体
賞
『
優
秀
技
能
選
手
団

賞
』
を
受
賞
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
全
国
一
の
31
人
の
選
手
が
参

加
、
金
賞
２
人
を
含
む
全
国
最
多

の
10
人
が
入
賞
、
経
済
波
及
効
果

は
31
億
余
円
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
昨
年
１
月
14
日
に
開
設

し
た
、と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

は
約
１
年
が
経
過
し
、
登
録
会
員

は
約
１
８
０
０
名
、
約
３
０
０
組

が
交
際
中
、
２
組
が
結
婚
す
る
な

ど
着
実
に
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。

《
今
年
の
話
題
》

　
新
春
恒
例
の
全
国
高
等
学
校
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
矢
板
中
央

高
校
が
平
成
21
年
以
来
２
度
目
の

全
国
３
位
に
輝
い
た
。
昨
年
の
佐

野
日
本
大
学
高
校
に
続
き
本
県
勢

は
２
年
連
続
の
好
成
績
と
な
っ
た
。

　
１
月
15
日
に
「
い
ち
ご
王
国
・

栃
木
の
日
」
を
宣
言
し
た
。
２
月

14
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
に
、
県
内

大
型
集
客
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
都
内
か
ら
の
集
客
を
図
る

「
い
ち
ご
ト
レ
イ
ン
」
の
運
行
、

花
と
苺
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、„
い
ち
ご
“
と
言

え
ば
「
栃
木
県
」
の
イ
メ
ー
ジ
の

定
着
を
図
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、

自
動
車
販
売
店
の
試
乗
会
で
の
提

供
な
ど
、
約
９
０
０
件
の
協
賛
事

業
で
い
ち
ご
を
味
わ
い
楽
し
め
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
。

　
１
月
15
日
は
「
と
ち
ぎ
結
婚
応

援
カ
ー
ド
事
業
」
も
開
始
さ
れ
た
。

新
婚
夫
婦
及
び
２
年
以
内
に
入
籍

を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
を
対

象
に
「
と
ち
ぎ
結
婚
応
援
カ
ー
ド

（
愛
称
：
と
ち
マ
リ
）
」
を
交
付

し
、
協
賛
店
舗
で
特
典
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。
協

賛
店
舗
を
募
集
し
て
い
る
が
、
結

婚
式
場
・
宝
飾
店
・
旅
行
会
社
・

住
宅
関
連
店
な
ど
約
１
５
０
店
が

す
で
に
協
賛
し
て
い
る
。

　
３
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、

２
年
間
を
か
け
て
県
内
全
市
町
を

走
破
す
る
、
日
本
初
の
国
際
公
認

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
ツ
ー

ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
第
２
回
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。
新
た
な
試
み
と
し

て
渡
良
瀬
遊
水
池
で
の
個
人
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技
を
実
施
す
る

ほ
か
、
一
般
参
加
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
レ
ー
ス
な
ど
、
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
４
月
か
ら
６
月
は
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
本
番
を
迎
え
る
。
花
、

食
、
温
泉
、
自
然
、
歴
史
・
文
化

の
５
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
国
内

外
の
お
客
様
に
春
の
栃
木
を
満
喫

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
９
月
に
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ル

ー
ト
の
選
定
や
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の

人
選
を
協
議
す
る
場
「
聖
火
リ
レ

ー
実
行
委
員
会
」
を
設
置
す
る
よ

う
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

県
と
し
て
も
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
６
月
15
日
の
県
民
の
日
は
昭
和

60
年
に
制
定
さ
れ
た
。
明
治
６
年

に
栃
木
県
が
成
立
し
、
今
年
は
１

４
５
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
６

月
16
日
（
土
）
に
、
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
と
も
連
携
し
賑
や
か

に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
犬
は
聴
覚
嗅
覚
に
優
れ
た
動
物

と
い
わ
れ
て
い
る
。
時
代
の
潮
流

を
的
確
に
捉
え
、„
選
ば
れ
る
と
ち

ぎ
“
の
実
現
の
た
め
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「選ばれるとちぎ」へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所
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り
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編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
、
夫
だ
け
で
な
く
、

二
男
陽
の
結
婚
式
な
ど
、
大
変
お

世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
元
旦
も
夫
と
共
に
皇
居・

正
殿
松
の
間
で
の
「
新
年
祝
賀
の

儀
」
に
参
列
し
た
。
19
年
に
は
今

上
天
皇
が
退
位

さ
れ
、
元
号
が

変
わ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
特
に
感

慨
深
い
も
の
が

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、

昨
年
８
月
に
は

陽
に
長
男
が
誕

生
し
た
。
私
達

に
と
っ
て
は
待

望
の
初
孫
で
あ

る
。
友
人
達
か
ら「
孫
は
可
愛
い
」

と
さ
ん
ざ
ん
聞
か
さ
れ
て
き
た
が
、

本
当
に
可
愛
い
。
生
ま
れ
た
て
は

息
子
そ
っ
く
り
だ
っ
た
が
、
成
長

と
と
も
に
両
親
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い

所
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る（
笑
）。

夫
は
孫
の
顔
を
見
て
「
こ
の
子
は

賢
く
な
る
ぞ
」
と
、
じ
じ
ば
か
ぶ

り
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
我
が
家
に
は
も
う
１
人
（
？
）

癒
し
が
い
る
。
黒
パ
グ
（
犬
）
の

【
も
も
】
で
あ
る
。
生
後
３
か
月

で
我
が
家
に
き
た
が
、
４
月
に
は

11
歳
（
人
間
の
60
歳
）
に
な
る
。

顔
や
お
腹
に
は
白
い
も
の
が
目
立

ち
、
耳
も
遠
く
な
り
、
階
段
も
上

ら
な
く
な
っ
た
が
、夫
と
私
に
と
っ

て
は
大
切
な
家
族
の
１
人
、
癒
し

の
存
在
で
あ
る
。そ
ん
な【
も
も
】

が
孫
に
ど
ん
な
反

応
を
す
る
か
心
配

し
て
い
た
が
、
雰

囲
気
で
分
か
る
の

だ
ろ
う
。
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。

　
３
が
日
に
は
、

皇
居
の
他
に
初
詣

（
写
真
）
や
新
年

の
挨
拶
回
り
、
そ

し
て
夫
と
私
の
実

家
へ
行
く
の
だ
が
、

今
年
は
嫁
と
孫
も

加
わ
り
家
族
総
出
の
大
移
動
と
な

っ
た
。行
く
先
々
で
皆
様
に
良
く
し

て
頂
き
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
た
ら
、
も
う
１
月

も
終
わ
り
で
あ
る
。
『
光
陰
矢
の

如
し
』
時
間
を
有
効
に
使
わ
ね
ば
。

　
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か

な
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　
12
月
３
日
（
日
）
、
第
35
回

『
も
ち
つ
き
大
会
』
が
今
宮
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
好
天
の
も
と
、

開
始
時
間
30
分
前
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
た
た
め
、
急
遽
時
間
を
繰

り
上
げ
て
10
時
半
に
ス
タ
ー
ト
。

　
つ
き
た
て
の
餅
、
け
ん
ち
ん
汁
、

し
ぼ
り
た
て
牛
乳
、
綿
あ
め
の
他
、

お
か
ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

特
製
の
釜
で
焼
か
れ
た
焼
き
芋
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
も
振
る
舞
わ
れ
た

が
、
用
意
し
た
材
料
は
終
了
時
刻

を
待
た
ず
に
次
々
と
品
切
れ
と
な

り
、
35
回
の
節
目
の
大
会
は
大
盛

況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
日
ま
で
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
初
心
』
を
編

集
す
る
に
あ
た

り
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
半

年
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
か
ら

福
田
知
事
の
県
政
に
取
り
組
む
真

摯
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
初
心
』
は
、
知
事
の
県
政
へ

の
取
り
組
み
や
日
々
の
出
来
事
な

ど
を
纏
め
て
お
届
け
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

けんちん汁担当の皆さん

　
永
年
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
わ
り
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

《
昨
年
を
振
り
返
っ
て
》

　
那
須
雪
崩
事
故
の
発
生
は
、
悔

や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
出
来

事
だ
っ
た
。
改
め
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
２
月
に
は
、
高
雄
市
（
台
湾
）

を
訪
問
し
、
「
経
済
分
野
及
び
教

育
分
野
に
お
け
る
友
好
協
力
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。

　
６
月
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

（
米
国
）
の
建
国
２
０
０
周
年
と

ホ
ル
コ
ム
新
知
事
の
就
任
に
対
す

る
祝
意
を
伝
達
。
９
月
に
は
、
ホ

ル
コ
ム
知
事
以
下
訪
問
団
が
来
県

し
、
相
互
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
11
月
に
は
、
韓
国
釜
山
で
の
日

韓
知
事
会
議
へ
出
席
。

　
帰
国
後
す
ぐ
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

を
訪
問
し
、
同
国
30
の
競
技
団
体

に
対
し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
て
の
栃
木
県
で

の
キ
ャ
ン
プ
に
関
し
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
（
上
記
写
真
）
。

陸
上
競
技
協
会
と
は
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
覚
書
を
締
結
し
、
他
の
競
技

団
体
と
は
個
別
協
議
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
４
月
か
ら
６
月
は
プ
レ
Ｄ
Ｃ

（
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
開
催
、

期
間
中
の
観
光
客
入
込
数
、
宿
泊

数
と
も
に
前
年
同
期
を
上
回
っ
た
。

　
８
月
11
日
は
、
第
２
回
「
山
の

日
」
記
念
全
国
大
会
を
那
須
町
で

開
催
し
た
。
約
６
万
人
を
超
え
る

県
内
外
の
皆
様
の
参
加
に
よ
り
、

『
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
』
と
い
う
山

の
日
の
意
義
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　
11
月
に
開
催
し
た
『
と
ち
ぎ
技

能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
で

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
と
来

場
者
併
せ
て
約
25
万
人
で
賑
わ
っ

　
９
月
12
日
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
杉
山
愛
さ
ん
の
お
母
様

【
杉
山
芙
沙
子
さ
ん
】（
下
写
真
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
【
人
の
可

能
性
を
伸
ば
す
10
の
黄
金
法
則
〜

世
界
に
通
用
す
る
人
材
は
こ
う
し

て
育
て
る
〜
】
と
題
し
て
講
演
し

て
頂
い
た
。

　
娘
の
愛
さ
ん
を
始
め
、
錦
織
圭

選
手
や
穂
積
絵
莉
選
手
な
ど
の
コ

ー
チ
と
し
て
長
年
指
導
に
当
た
っ
て

き
た
杉
山
さ
ん
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
コ
ー
チ
ン
グ
と
い
う
経
験

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
、『
互
い
に

「
尊
重
し
合
う
」こ
と
の
大
切
さ

文
化
講
演
会

知
事
と
語
る
会

杉
山
芙
紗
子
さ
ん
を
迎
え
て

知
事
当
選
の
日
を
記
念
し
て

も
ち
つ
き
大
会

最
高
の
人
出
と
な
っ
た

を
知
る
』
『
目
標
を
持
っ
て
「
続

け
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
』

『
す
ぐ
に
答
え
が
出
な
い
も
の
を

「
待
つ
」
こ
と
と
、
「
学
び
続
け

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
』
な

ど
【
10
の
黄
金
法
則
】
。

　
そ
の
人
が
人
生
の
中
で
質
の
高

い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
を
磨
き
、
自
分
が
輝
け

る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
、
な
ど
大
変
貴
重

な
お
話
を
し
て
下
さ
り
、
会
場
の

皆
様
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。

　
11
月
20
日
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
２
年
ぶ
り
に
『
知
事
と

語
る
会
』
を
開
催
し
た（
下
写
真
）。

　
最
初
に
知
事
か
ら
、
２
月
に
台

湾
・
高
雄
市
、
６
月
は
米
国
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
、
11
月
は
韓
国
・

釜
山
を
訪
問
し
て
友
好
交
流
し
、

11
月
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
訪
問
し
て

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
覚
書
を
締
結
し

た
こ
と
、
『
と
ち
ぎ
技
能
五
輪
』

で
好
成
績
を
収
め
た
こ
と
な
ど
、

直
近
１
年
間
の
県
政
が
報
告
さ
れ
、

今
年
は
い
よ
い
よ
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
迎
え
る
こ
と
な
ど
、
県
政
へ
の

取
り
組
み
が
話
さ
れ
た
。
そ
の
後

質
疑
応
答
で
、
職
員
と
う
ま
く
や

る
秘
訣
を
聞
か
れ
「
職
員
に
自
分

の
考
え
を
伝
え
、
一
緒
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
答
え
た
。

競技団体関係者にプレゼンテーションする福田知事（17/11/8 ブダペスト市内のコミュニティセンター）

35年間ご協力ありがとうございます

父・佐市ともちをつく福田知事（左）

綿あめと洗い場担当の皆さん

搗きあがった餅にあんこやきな粉をまぶす皆さん

受付と牛乳担当の皆さん

駐車場担当の皆さん

蒸かし担当の皆さん
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が
表
彰
さ
れ
た
。
県
選
手
は
金
賞

４
人
を
含
む
過
去
最
多
の
18
職
種

32
人
（
金
賞
４
人
、
銀
賞
４
人
、

銅
賞
７
人
、
敢
闘
賞
17
人
）
が
入

賞
。
県
選
手
団
は
初
の
「
優
秀
技

能
選
手
団
賞
」
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

「
第
37
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技

大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
」
と

共
に
好
成
績
を
収
め
、
大
盛
況
で

幕
を
閉
じ
た
。

　
12
月
21
日
、
本
県
選
手
団
入
賞

者
報
告
会
が
県
公
館
で
行
わ
れ
、

福
田
知
事
は
一
人
一
人
に
労
い
の

言
葉
を
掛
け
た
う
え
で
「
技
能
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、
人
材
育
成
の

取
り
組
み
の
成
果
を
全
国
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
」
と
挨
拶
し
た
。

　
県
に
よ
る
と
、
両
大
会
へ
の
来

場
者
数
は
約
24
万
５
０
０
０
人
で
、

県
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
31
億
１

１
０
０
万
円
（
推
定
）
で
あ
っ
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
、
28
日
の
両
日
、
岩
手
県
盛

岡
市
で
全
国
知
事
会
議
を
開
催
。
東
日
本

大
震
災
後
、
被
災
地
で
開
催
す
る
の
は
初

　
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

23
歳
以
下
の
若
者
が
職
場
な
ど
で

培
っ
た
も
の
づ
く
り
の
技
を
競
う

「
第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」

の
開
会
式
が
11
月
24
日
、
宇
都
宮

復
興
支
援
、防
災
に
総
力

◇
７
月
13
日
　
都
内
で「
と
ち
ぎ
企
業
立
地・

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
／
立
地
環
境
や
企

業
へ
の
優
遇
制
度
、
栃
木
の
魅
力
を
紹
介
。

◇
７
月
14
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
社
会
保

障
常
任
委
員
会
／
委
員
長
と
し
て
新
施
策

対
応
な
ど
政
府
に
要
望
へ
。

◇
８
月
８
日
　
内
閣
府
の
茂
木
敏

充
人
づ
く
り
革
命
担
当
相
他
を

訪
問
／
全
国
知
事
会
社
会
保
障

常
任
委
員
長
と
し
て
福
祉
人
材

確
保
の
協
力
を
要
請
。

◇
８
月
27
日
　
大
田
原
で
県
総
合

防
災
訓
練
／
「
災
害
に
強
い
栃

木
へ
県
民
一
丸
で
取
り
組
む
」

◇
８
月
28
日
　
益
子
町
で
芳
賀
地

区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議

／
廃
校
跡
地
活
用
な
ど
要
望
。

◇
９
月
６
日
　
宇
都
宮
青
葉
学
園
訪
問
／
食

育
現
状
理
解
へ
実
習
視
察
「
誇
り
を
持
ち

技
術
学
ん
で
社
会
に
貢
献
し
て
」
と
激
励
。

◇
９
月
６
日
　
芳
賀
町
工
業
団
地
連
絡
協
議

会
と
意
見
交
換
／
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
で
周
辺
道

路
整
備
に
つ
い
て「
前
倒
し
で
整
備
す
る
」

◇
９
月
９
日
　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ホ
ル
コ

ム
知
事
一
行
来
県
／
宇
都
宮
で
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
「
大
学
、経
済
の
交
流
促
進
へ
」

◇
９
月
30
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

塩
谷
／
指
定
廃
棄
物
問
題
で
意
見
交
換
。

◇
10
月
16
日
　
大
阪
市
で
「
と
ち
ぎ
企
業
立

地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
in
大
阪
」
／
栃

木
県
の
立
地
環
境
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
10
月
21
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

壬
生
／
県
内
83
％
の
自
主
防
災
組
織
率
を

「
１
０
０
％
目
指
し
て
頑
張
る
」
と
知
事
。

◇
11
月
14
日
　
都
内
で
「
２
０
１
８
年
産
い

ち
ご
王
国
と
ち
ぎ
流
通
懇
談
会
」
／
知
事

は
「
『
い
ち
ご
の
日
』
の
来
年
１
月
15
日

か
ら
１
カ
月
間
、
県
内
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
18
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

野
木
／
高
齢
者
対
策
な
ど
意
見
交
換
。

◇
12
月
７
日
　
自
民
党
本
部
で
本
県
物
産
展

／
「
実
際
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
栃
木
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

◇
12
月
11
日
　
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
宇
都
宮
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

全
国
知
事
会
議

宇
賀
耶
選
手・高
藤
選
手・楢
崎
選
手
に

災
害
対
策
で
協
力
推
進

日
韓
知
事
会
議

副
会
長
に
福
田
知
事
選
任

政
府
主
催
全
国
知
事
会
議

「栃木創成」深化へ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ
情
報
発
信

県
勢
過
去
最
多
の
32
人
入
賞

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会

東奔西走の日々東奔西走の日々
め
て
で
、
復
興
支
援
の
継
続
、
防
災
対
策

に
国
と
地
方
が
総
力
で
取
り
組
む
と
し
た

「
岩
手
宣
言
」
を
採
択
。
福
田
知
事
は

「
一
定
規
模
の
自
然
災
害
や
事
故
の
経
験

を
生
か
す
た
め
、
知
事
会
と
し
て
情
報
共

有
の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
」
と
発
言
。

　
日
韓
両
国
の
知
事
ら
が
自
治
体
間
の
交

流
や
施
策
を
話
し
合
う
第
６
回
日
韓
知
事

会
議
が
11
月
３
日
、
韓
国
南
部
・
釜
山
で

開
か
れ
た
。
災
害
や
地
域
経
済
活
性
化
へ

の
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
引
き
続

き
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
会
議
で
は
防
災
対
策
を
巡
り
、
福
田
知

事
が
２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
で
の
県
の
対
応
を
説
明
し
た
。

９
月
９
日
　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ホ
ル
コ
ム
知
事

（
右
）
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
る
福
田
知
事
（
於
：
宇
都
宮
北
高
体
育
館
）

「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会
の
記
念

式
典
で
挨
拶
す
る
福
田
知
事

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

22
年
国
体 

栃
木
県
内
定
、
東
京
で
内
定
式

　
山
の
日
の
８
月
11
日
、

第
２
回
「
山
の
日
」
記
念

全
国
大
会
の
記
念
式
典
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
那
須
町

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
県
内
外
か
ら
一
般
参

加
者
や
来
賓
、
関
係
者
ら

約
９
０
０
人
が
来
場
し
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
自
然
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
。

　
式
典
で
福
田
知
事
は

「
山
の
日
記
念
全
国
大
会

が
栃
木
県
で
開
か
れ
る
こ

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
を

有
す
る
栃
木
県
、
山
を
ふ市

の
県
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
若

い
世
代
に
も
の
づ
く
り
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
り
、

県
内
開
催
は
初
め
て
。
全
国
47
都

道
府
県
か
ら
過
去
最
大
規
模
の
約

１
３
３
７
人
（
う
ち
県
代
表
１
３

７
人
）
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　
大
会
会
長
の
福
田
知
事
は
「
次

代
を
担
う
青
年
技
術
者
の
技
能
向

上
を
図
る
大
会
で
、
『
も
の
づ
く

り
日
本
』
の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

　
競
技
は
25
、
26
日
に
、
宇
都
宮

市
や
小
山
市
、
上
三
川
町
な
ど
県

内
６
市
町
の
17
会
場
で
、
42
職
種

の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　
27
日
、
県
体
育
館
で
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
各
種
目
の
成
績
優
秀
者

全国知事会社会保障常任委員長として
経過を報告する福田知事

　
日
本
体
育
協
会
は
７
月
18
日
、
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催
地
と
し
て

本
県
を
内
定
し
た
。

　
伊
藤
雅
俊
会
長
か
ら
開
催
内
定
書
を
受
け

取
っ
た
福
田
知
事
（
下
記
写
真
）
は
「
２
０

２
０
年
の
東
京
五
輪
の
２
年
後
に
開
催
さ
れ

る
大
会
と
な
り
、
栃
木
の
魅
力
と
実
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
」
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
効
果
や
成
果

を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
総

力
を
挙
げ
て
成
功
を
目
指
す
」
と
挨
拶
し
た
。

とちぎ元気フォーラムで県政運営について
説明する福田知事

と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議（
鹿
沼 

日
光 

塩
谷
地
区
）

る
さ
と
と
感
じ
る
多
く
の

県
民
に
と
っ
て
大
変
栄
誉

な
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
。

雪
崩
事
故
に
つ
い
て
も
触

れ
、
「
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
県
を
挙
げ
て
最
大
限
取

り
組
む
こ
と
を
約
束
す
る
」

と
述
べ
た
。

　
近
く
の
余
笹
川
ふ
れ
あ

い
公
園
で
は
歓
迎
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
、
飲
食

ブ
ー
ス
の
他
に
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な

ど
の
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り

約
８
千
人
が
訪
れ
た
。

福
田
知
事
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
覚
書
を
締
結
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
覚
書
に
署
名
し
た
、

福
田
知
事
と
ギ
ュ
ラ
イ・
ミ
ク
ロ
シ
ュ

ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会
会
長（
左
）

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
お
け
る
事
前

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
つ
い

て
覚
書
を
締
結
す
る
た
め
、
福
田
知
事
や

若
林
県
議
会
副
議
長
を
は
じ
め
本
県
関
係

者
一
行
が
、
11
月
７
日
〜
12
日
の
日
程
で

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
た
。

　
７
日
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
に
到
着
し
た
福

田
知
事
は
、
翌
８
日
、
同
市
内
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
本
部
を
表
敬

訪
問
し
た
ほ
か
、
現
地
の
関
係
者
に
対
し

て
、
栃
木
県
の
競
技
施
設
な
ど
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
９
日
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会

へ
の
表
敬
訪
問
や
外
務
貿
易
省
で
の
懇
談

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
10
日
に
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
内
に
あ
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会
を
訪
れ
、
福
田

知
事
と
ギ
ュ
ラ
イ
・
ミ
ク
ロ
シ
ュ
ハ
ン
ガ

リ
ー
陸
上
競
技
会
会
長
が
覚
書
に
署
名
し
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
お
け
る
同
国
陸

上
競
技
選
手
団
の
栃
木
県
で
の
事
前
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
が
決
定
し
た
。

　
ギ
ュ
ラ
イ
会
長
は
「
栃
木
県
で
事
前
キ

ャ
ン
プ
を
行
え
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、

東
京
大
会
で
選
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、

栃
木
県
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
福
田
知
事
は
「
選
手
団
の
皆
さ
ん

が
多
く
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、

県
民
を
あ
げ
て
応
援
し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　
福
田
知
事
は
同
国
を
訪
問
中
、
カ
ヌ
ー

や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
空
手
な
ど

陸
上
以
外
の
12
競
技
団
体
に
も
個
別
に
キ

ャ
ン
プ
を
働
き
か
け
て
お
り
、
県
は
引
き
続

き
他
の
競
技
で
も
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。

《
と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議
》

　
地
方
創
生
に
向
け
地
域
で
活
躍
す
る
人

材
と
福
田
知
事
ら
が
意
見
を
交
わ
す
「
と

ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議
（
鹿
沼
、
日
光
、

塩
谷
地
区
）
が
12
月
２
日
、
鹿
沼
市
御
成

橋
町
２
丁
目
の
菊
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
鹿
沼
、
日
光
、
矢
板
、

さ
く
ら
、
塩
谷
、
高
根
沢
の
６
市
町
か
ら

７
人
が
参
加
。
観
光
、
農
林
業
な
ど
に
つ

い
て
福
田
知
事
と
話
し
合
っ
た
。

《
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼
》

　
福
田
知
事
が
市
町
に
出
向
い
て
県
民
と

対
話
す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼
」
が
12
月
２
日
、

午
後
か
ら
同
所
で
約
１
２
０
人
の
市
民
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
関
心
の
高
か
っ
た

「
高
齢
者
対
策
・
医
療
・
福
祉
」「
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
」
分
野
に
つ
い
て
は
、

知
事
が
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
な
ど
現
状

を
説
明
。
意
見
交
換
で
は
「
も
の
づ
く
り

知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼

産
業
の
低
迷
化
が
心
配
さ
れ
る
」
の
質
問

に
知
事
は
「
技
能
五
輪
で
県
勢
は
立
派
な

成
績
を
収
め
た
。
一
過
性
で
は
な
く
、
県

版
技
能
五
輪
、
県
版
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
た
い
」
と
答
え
た
。
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政
府
主
催
全
国
知
事
会
議
が
11
月
24
日
、

首
相
官
邸
で
開
か
れ
、
東
京
一
極
集
中
是

正
に
向
け
た
地
方
創
生
施
策
の
推
進
を
要

請
。
一
方
、
同
日
、
役
員
を
一
部
改
選
し
、

福
田
知
事
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　
８
月
18
日
、
７
月
に
ト
ル
コ
で
開
催
さ

れ
た
聴
覚
障
害
者
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ

大
会
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
栃
木

市
出
身
の
宇
賀
耶
早
紀
選
手（
26
）に
県
ス

ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
福
田
知
事

か
ら
「
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
」
と
祝
福

さ
れ
る
と
「
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
粘
り
強

い
プ
レ
ー
が
で
き
た
」
と
手
話
で
語
っ
た
。

　
10
月
２
日
、
柔
道
の
世
界
選
手
権
ブ
ダ

ペ
ス
ト
大
会
の
男
子
60
㌔
級
で
優
勝
し
た

下
野
市
出
身
の
高
藤
直
寿
選
手
（
24
）
に

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
「
ま

だ
成
し
遂
げ
て
い
な
い
五
輪
の
優
勝
は
特

別
だ
と
思
う
」
と
話
す
高
藤
選
手
に
福
田

知
事
は
「
東
京
五
輪
は
栃
木
の
応
援
団
が

駆
け
つ
け
る
だ
ろ
う
」
と
激
励
し
た
。

　
12
月
14
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
複
合
で
今
季
総
合
１

位
に
輝
い
た
宇
都
宮
市
出
身
の
楢
崎
智
亜

選
手
（
21
）
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈

ら
れ
た
。
「
苦
し
い
シ
ー
ズ
ン
前
半
を
何

と
か
耐
え
き
れ
、
精
神
的
に
も
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
今
季
を
振
り
返
っ
た
。

県スポーツ功労賞を受賞した
楢崎選手（左）と福田知事

日韓知事会議で関東東北豪雨での県の対応
を説明する福田知事

福田知事から県スポーツ功労賞を
贈られる高藤選手（左）

県スポーツ功労賞を受賞した
宇賀耶選手（左）と福田知事
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が
表
彰
さ
れ
た
。
県
選
手
は
金
賞

４
人
を
含
む
過
去
最
多
の
18
職
種

32
人
（
金
賞
４
人
、
銀
賞
４
人
、

銅
賞
７
人
、
敢
闘
賞
17
人
）
が
入

賞
。
県
選
手
団
は
初
の
「
優
秀
技

能
選
手
団
賞
」
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

「
第
37
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技

大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
」
と

共
に
好
成
績
を
収
め
、
大
盛
況
で

幕
を
閉
じ
た
。

　
12
月
21
日
、
本
県
選
手
団
入
賞

者
報
告
会
が
県
公
館
で
行
わ
れ
、

福
田
知
事
は
一
人
一
人
に
労
い
の

言
葉
を
掛
け
た
う
え
で
「
技
能
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、
人
材
育
成
の

取
り
組
み
の
成
果
を
全
国
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
」
と
挨
拶
し
た
。

　
県
に
よ
る
と
、
両
大
会
へ
の
来

場
者
数
は
約
24
万
５
０
０
０
人
で
、

県
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
31
億
１

１
０
０
万
円
（
推
定
）
で
あ
っ
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
、
28
日
の
両
日
、
岩
手
県
盛

岡
市
で
全
国
知
事
会
議
を
開
催
。
東
日
本

大
震
災
後
、
被
災
地
で
開
催
す
る
の
は
初

　
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

23
歳
以
下
の
若
者
が
職
場
な
ど
で

培
っ
た
も
の
づ
く
り
の
技
を
競
う

「
第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」

の
開
会
式
が
11
月
24
日
、
宇
都
宮

復
興
支
援
、防
災
に
総
力

◇
７
月
13
日
　
都
内
で「
と
ち
ぎ
企
業
立
地・

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
／
立
地
環
境
や
企

業
へ
の
優
遇
制
度
、
栃
木
の
魅
力
を
紹
介
。

◇
７
月
14
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
社
会
保

障
常
任
委
員
会
／
委
員
長
と
し
て
新
施
策

対
応
な
ど
政
府
に
要
望
へ
。

◇
８
月
８
日
　
内
閣
府
の
茂
木
敏

充
人
づ
く
り
革
命
担
当
相
他
を

訪
問
／
全
国
知
事
会
社
会
保
障

常
任
委
員
長
と
し
て
福
祉
人
材

確
保
の
協
力
を
要
請
。

◇
８
月
27
日
　
大
田
原
で
県
総
合

防
災
訓
練
／
「
災
害
に
強
い
栃

木
へ
県
民
一
丸
で
取
り
組
む
」

◇
８
月
28
日
　
益
子
町
で
芳
賀
地

区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議

／
廃
校
跡
地
活
用
な
ど
要
望
。

◇
９
月
６
日
　
宇
都
宮
青
葉
学
園
訪
問
／
食

育
現
状
理
解
へ
実
習
視
察
「
誇
り
を
持
ち

技
術
学
ん
で
社
会
に
貢
献
し
て
」
と
激
励
。

◇
９
月
６
日
　
芳
賀
町
工
業
団
地
連
絡
協
議

会
と
意
見
交
換
／
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
で
周
辺
道

路
整
備
に
つ
い
て「
前
倒
し
で
整
備
す
る
」

◇
９
月
９
日
　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ホ
ル
コ

ム
知
事
一
行
来
県
／
宇
都
宮
で
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
「
大
学
、経
済
の
交
流
促
進
へ
」

◇
９
月
30
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

塩
谷
／
指
定
廃
棄
物
問
題
で
意
見
交
換
。

◇
10
月
16
日
　
大
阪
市
で
「
と
ち
ぎ
企
業
立

地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
in
大
阪
」
／
栃

木
県
の
立
地
環
境
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
10
月
21
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

壬
生
／
県
内
83
％
の
自
主
防
災
組
織
率
を

「
１
０
０
％
目
指
し
て
頑
張
る
」
と
知
事
。

◇
11
月
14
日
　
都
内
で
「
２
０
１
８
年
産
い

ち
ご
王
国
と
ち
ぎ
流
通
懇
談
会
」
／
知
事

は
「
『
い
ち
ご
の
日
』
の
来
年
１
月
15
日

か
ら
１
カ
月
間
、
県
内
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
18
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

野
木
／
高
齢
者
対
策
な
ど
意
見
交
換
。

◇
12
月
７
日
　
自
民
党
本
部
で
本
県
物
産
展

／
「
実
際
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
栃
木
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

◇
12
月
11
日
　
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
宇
都
宮
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

全
国
知
事
会
議

宇
賀
耶
選
手・高
藤
選
手・楢
崎
選
手
に

災
害
対
策
で
協
力
推
進

日
韓
知
事
会
議

副
会
長
に
福
田
知
事
選
任

政
府
主
催
全
国
知
事
会
議

「栃木創成」深化へ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ
情
報
発
信

県
勢
過
去
最
多
の
32
人
入
賞

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会

東奔西走の日々東奔西走の日々
め
て
で
、
復
興
支
援
の
継
続
、
防
災
対
策

に
国
と
地
方
が
総
力
で
取
り
組
む
と
し
た

「
岩
手
宣
言
」
を
採
択
。
福
田
知
事
は

「
一
定
規
模
の
自
然
災
害
や
事
故
の
経
験

を
生
か
す
た
め
、
知
事
会
と
し
て
情
報
共

有
の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
」
と
発
言
。

　
日
韓
両
国
の
知
事
ら
が
自
治
体
間
の
交

流
や
施
策
を
話
し
合
う
第
６
回
日
韓
知
事

会
議
が
11
月
３
日
、
韓
国
南
部
・
釜
山
で

開
か
れ
た
。
災
害
や
地
域
経
済
活
性
化
へ

の
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
引
き
続

き
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
会
議
で
は
防
災
対
策
を
巡
り
、
福
田
知

事
が
２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
で
の
県
の
対
応
を
説
明
し
た
。

９
月
９
日
　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ホ
ル
コ
ム
知
事

（
右
）
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
る
福
田
知
事
（
於
：
宇
都
宮
北
高
体
育
館
）

「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会
の
記
念

式
典
で
挨
拶
す
る
福
田
知
事

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

22
年
国
体 

栃
木
県
内
定
、
東
京
で
内
定
式

　
山
の
日
の
８
月
11
日
、

第
２
回
「
山
の
日
」
記
念

全
国
大
会
の
記
念
式
典
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
那
須
町

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
県
内
外
か
ら
一
般
参

加
者
や
来
賓
、
関
係
者
ら

約
９
０
０
人
が
来
場
し
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
自
然
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
。

　
式
典
で
福
田
知
事
は

「
山
の
日
記
念
全
国
大
会

が
栃
木
県
で
開
か
れ
る
こ

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
を

有
す
る
栃
木
県
、
山
を
ふ市

の
県
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
若

い
世
代
に
も
の
づ
く
り
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
り
、

県
内
開
催
は
初
め
て
。
全
国
47
都

道
府
県
か
ら
過
去
最
大
規
模
の
約

１
３
３
７
人
（
う
ち
県
代
表
１
３

７
人
）
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　
大
会
会
長
の
福
田
知
事
は
「
次

代
を
担
う
青
年
技
術
者
の
技
能
向

上
を
図
る
大
会
で
、
『
も
の
づ
く

り
日
本
』
の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

　
競
技
は
25
、
26
日
に
、
宇
都
宮

市
や
小
山
市
、
上
三
川
町
な
ど
県

内
６
市
町
の
17
会
場
で
、
42
職
種

の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　
27
日
、
県
体
育
館
で
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
各
種
目
の
成
績
優
秀
者

全国知事会社会保障常任委員長として
経過を報告する福田知事

　
日
本
体
育
協
会
は
７
月
18
日
、
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催
地
と
し
て

本
県
を
内
定
し
た
。

　
伊
藤
雅
俊
会
長
か
ら
開
催
内
定
書
を
受
け

取
っ
た
福
田
知
事
（
下
記
写
真
）
は
「
２
０

２
０
年
の
東
京
五
輪
の
２
年
後
に
開
催
さ
れ

る
大
会
と
な
り
、
栃
木
の
魅
力
と
実
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
」
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
効
果
や
成
果

を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
総

力
を
挙
げ
て
成
功
を
目
指
す
」
と
挨
拶
し
た
。

とちぎ元気フォーラムで県政運営について
説明する福田知事

と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議（
鹿
沼 

日
光 

塩
谷
地
区
）

る
さ
と
と
感
じ
る
多
く
の

県
民
に
と
っ
て
大
変
栄
誉

な
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
。

雪
崩
事
故
に
つ
い
て
も
触

れ
、
「
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
県
を
挙
げ
て
最
大
限
取

り
組
む
こ
と
を
約
束
す
る
」

と
述
べ
た
。

　
近
く
の
余
笹
川
ふ
れ
あ

い
公
園
で
は
歓
迎
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
、
飲
食

ブ
ー
ス
の
他
に
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な

ど
の
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り

約
８
千
人
が
訪
れ
た
。

福
田
知
事
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
覚
書
を
締
結
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
覚
書
に
署
名
し
た
、

福
田
知
事
と
ギ
ュ
ラ
イ・
ミ
ク
ロ
シ
ュ

ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会
会
長（
左
）

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
お
け
る
事
前

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
つ
い

て
覚
書
を
締
結
す
る
た
め
、
福
田
知
事
や

若
林
県
議
会
副
議
長
を
は
じ
め
本
県
関
係

者
一
行
が
、
11
月
７
日
〜
12
日
の
日
程
で

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
た
。

　
７
日
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
に
到
着
し
た
福

田
知
事
は
、
翌
８
日
、
同
市
内
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
本
部
を
表
敬

訪
問
し
た
ほ
か
、
現
地
の
関
係
者
に
対
し

て
、
栃
木
県
の
競
技
施
設
な
ど
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
９
日
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会

へ
の
表
敬
訪
問
や
外
務
貿
易
省
で
の
懇
談

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
10
日
に
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
内
に
あ
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
上
競
技
会
を
訪
れ
、
福
田

知
事
と
ギ
ュ
ラ
イ
・
ミ
ク
ロ
シ
ュ
ハ
ン
ガ

リ
ー
陸
上
競
技
会
会
長
が
覚
書
に
署
名
し
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
お
け
る
同
国
陸

上
競
技
選
手
団
の
栃
木
県
で
の
事
前
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
が
決
定
し
た
。

　
ギ
ュ
ラ
イ
会
長
は
「
栃
木
県
で
事
前
キ

ャ
ン
プ
を
行
え
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、

東
京
大
会
で
選
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、

栃
木
県
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
福
田
知
事
は
「
選
手
団
の
皆
さ
ん

が
多
く
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、

県
民
を
あ
げ
て
応
援
し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　
福
田
知
事
は
同
国
を
訪
問
中
、
カ
ヌ
ー

や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
空
手
な
ど

陸
上
以
外
の
12
競
技
団
体
に
も
個
別
に
キ

ャ
ン
プ
を
働
き
か
け
て
お
り
、
県
は
引
き
続

き
他
の
競
技
で
も
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。

《
と
ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議
》

　
地
方
創
生
に
向
け
地
域
で
活
躍
す
る
人

材
と
福
田
知
事
ら
が
意
見
を
交
わ
す
「
と

ち
ぎ
創
生
ア
イ
デ
ア
会
議
（
鹿
沼
、
日
光
、

塩
谷
地
区
）
が
12
月
２
日
、
鹿
沼
市
御
成

橋
町
２
丁
目
の
菊
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
鹿
沼
、
日
光
、
矢
板
、

さ
く
ら
、
塩
谷
、
高
根
沢
の
６
市
町
か
ら

７
人
が
参
加
。
観
光
、
農
林
業
な
ど
に
つ

い
て
福
田
知
事
と
話
し
合
っ
た
。

《
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼
》

　
福
田
知
事
が
市
町
に
出
向
い
て
県
民
と

対
話
す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼
」
が
12
月
２
日
、

午
後
か
ら
同
所
で
約
１
２
０
人
の
市
民
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
関
心
の
高
か
っ
た

「
高
齢
者
対
策
・
医
療
・
福
祉
」「
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
」
分
野
に
つ
い
て
は
、

知
事
が
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
な
ど
現
状

を
説
明
。
意
見
交
換
で
は
「
も
の
づ
く
り

知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
沼

産
業
の
低
迷
化
が
心
配
さ
れ
る
」
の
質
問

に
知
事
は
「
技
能
五
輪
で
県
勢
は
立
派
な

成
績
を
収
め
た
。
一
過
性
で
は
な
く
、
県

版
技
能
五
輪
、
県
版
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
た
い
」
と
答
え
た
。
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政
府
主
催
全
国
知
事
会
議
が
11
月
24
日
、

首
相
官
邸
で
開
か
れ
、
東
京
一
極
集
中
是

正
に
向
け
た
地
方
創
生
施
策
の
推
進
を
要

請
。
一
方
、
同
日
、
役
員
を
一
部
改
選
し
、

福
田
知
事
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　
８
月
18
日
、
７
月
に
ト
ル
コ
で
開
催
さ

れ
た
聴
覚
障
害
者
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ

大
会
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
栃
木

市
出
身
の
宇
賀
耶
早
紀
選
手（
26
）に
県
ス

ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
福
田
知
事

か
ら
「
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
」
と
祝
福

さ
れ
る
と
「
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
粘
り
強

い
プ
レ
ー
が
で
き
た
」
と
手
話
で
語
っ
た
。

　
10
月
２
日
、
柔
道
の
世
界
選
手
権
ブ
ダ

ペ
ス
ト
大
会
の
男
子
60
㌔
級
で
優
勝
し
た

下
野
市
出
身
の
高
藤
直
寿
選
手
（
24
）
に

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
「
ま

だ
成
し
遂
げ
て
い
な
い
五
輪
の
優
勝
は
特

別
だ
と
思
う
」
と
話
す
高
藤
選
手
に
福
田

知
事
は
「
東
京
五
輪
は
栃
木
の
応
援
団
が

駆
け
つ
け
る
だ
ろ
う
」
と
激
励
し
た
。

　
12
月
14
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
複
合
で
今
季
総
合
１

位
に
輝
い
た
宇
都
宮
市
出
身
の
楢
崎
智
亜

選
手
（
21
）
に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈

ら
れ
た
。
「
苦
し
い
シ
ー
ズ
ン
前
半
を
何

と
か
耐
え
き
れ
、
精
神
的
に
も
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
今
季
を
振
り
返
っ
た
。

県スポーツ功労賞を受賞した
楢崎選手（左）と福田知事

日韓知事会議で関東東北豪雨での県の対応
を説明する福田知事

福田知事から県スポーツ功労賞を
贈られる高藤選手（左）

県スポーツ功労賞を受賞した
宇賀耶選手（左）と福田知事
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「
戌
年（
平
成
30
年
）を
迎
え
て
！
」

　
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。
技
能
五
輪
大
会
で
は
過
去
最

多
の
１
３
７
名
の
選
手
が
参
加
、

金
賞
４
人
を
含
む
32
人
の
入
賞
と

初
の
団
体
賞
『
優
秀
技
能
選
手
団

賞
』
を
受
賞
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
全
国
一
の
31
人
の
選
手
が
参

加
、
金
賞
２
人
を
含
む
全
国
最
多

の
10
人
が
入
賞
、
経
済
波
及
効
果

は
31
億
余
円
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
昨
年
１
月
14
日
に
開
設

し
た
、と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

は
約
１
年
が
経
過
し
、
登
録
会
員

は
約
１
８
０
０
名
、
約
３
０
０
組

が
交
際
中
、
２
組
が
結
婚
す
る
な

ど
着
実
に
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。

《
今
年
の
話
題
》

　
新
春
恒
例
の
全
国
高
等
学
校
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
矢
板
中
央

高
校
が
平
成
21
年
以
来
２
度
目
の

全
国
３
位
に
輝
い
た
。
昨
年
の
佐

野
日
本
大
学
高
校
に
続
き
本
県
勢

は
２
年
連
続
の
好
成
績
と
な
っ
た
。

　
１
月
15
日
に
「
い
ち
ご
王
国
・

栃
木
の
日
」
を
宣
言
し
た
。
２
月

14
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
に
、
県
内

大
型
集
客
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
都
内
か
ら
の
集
客
を
図
る

「
い
ち
ご
ト
レ
イ
ン
」
の
運
行
、

花
と
苺
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、„
い
ち
ご
“
と
言

え
ば
「
栃
木
県
」
の
イ
メ
ー
ジ
の

定
着
を
図
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、

自
動
車
販
売
店
の
試
乗
会
で
の
提

供
な
ど
、
約
９
０
０
件
の
協
賛
事

業
で
い
ち
ご
を
味
わ
い
楽
し
め
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
。

　
１
月
15
日
は
「
と
ち
ぎ
結
婚
応

援
カ
ー
ド
事
業
」
も
開
始
さ
れ
た
。

新
婚
夫
婦
及
び
２
年
以
内
に
入
籍

を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
を
対

象
に
「
と
ち
ぎ
結
婚
応
援
カ
ー
ド

（
愛
称
：
と
ち
マ
リ
）
」
を
交
付

し
、
協
賛
店
舗
で
特
典
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。
協

賛
店
舗
を
募
集
し
て
い
る
が
、
結

婚
式
場
・
宝
飾
店
・
旅
行
会
社
・

住
宅
関
連
店
な
ど
約
１
５
０
店
が

す
で
に
協
賛
し
て
い
る
。

　
３
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、

２
年
間
を
か
け
て
県
内
全
市
町
を

走
破
す
る
、
日
本
初
の
国
際
公
認

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
ツ
ー

ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
第
２
回
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。
新
た
な
試
み
と
し

て
渡
良
瀬
遊
水
池
で
の
個
人
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技
を
実
施
す
る

ほ
か
、
一
般
参
加
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
レ
ー
ス
な
ど
、
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
４
月
か
ら
６
月
は
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
本
番
を
迎
え
る
。
花
、

食
、
温
泉
、
自
然
、
歴
史
・
文
化

の
５
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
国
内

外
の
お
客
様
に
春
の
栃
木
を
満
喫

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
９
月
に
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ル

ー
ト
の
選
定
や
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の

人
選
を
協
議
す
る
場
「
聖
火
リ
レ

ー
実
行
委
員
会
」
を
設
置
す
る
よ

う
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

県
と
し
て
も
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
６
月
15
日
の
県
民
の
日
は
昭
和

60
年
に
制
定
さ
れ
た
。
明
治
６
年

に
栃
木
県
が
成
立
し
、
今
年
は
１

４
５
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
６

月
16
日
（
土
）
に
、
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
と
も
連
携
し
賑
や
か

に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
犬
は
聴
覚
嗅
覚
に
優
れ
た
動
物

と
い
わ
れ
て
い
る
。
時
代
の
潮
流

を
的
確
に
捉
え
、„
選
ば
れ
る
と
ち

ぎ
“
の
実
現
の
た
め
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「選ばれるとちぎ」へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
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電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
、
夫
だ
け
で
な
く
、

二
男
陽
の
結
婚
式
な
ど
、
大
変
お

世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
元
旦
も
夫
と
共
に
皇
居・

正
殿
松
の
間
で
の
「
新
年
祝
賀
の

儀
」
に
参
列
し
た
。
19
年
に
は
今

上
天
皇
が
退
位

さ
れ
、
元
号
が

変
わ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
特
に
感

慨
深
い
も
の
が

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、

昨
年
８
月
に
は

陽
に
長
男
が
誕

生
し
た
。
私
達

に
と
っ
て
は
待

望
の
初
孫
で
あ

る
。
友
人
達
か
ら「
孫
は
可
愛
い
」

と
さ
ん
ざ
ん
聞
か
さ
れ
て
き
た
が
、

本
当
に
可
愛
い
。
生
ま
れ
た
て
は

息
子
そ
っ
く
り
だ
っ
た
が
、
成
長

と
と
も
に
両
親
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い

所
を
引
き
継
い
で
き
て
い
る（
笑
）。

夫
は
孫
の
顔
を
見
て
「
こ
の
子
は

賢
く
な
る
ぞ
」
と
、
じ
じ
ば
か
ぶ

り
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
我
が
家
に
は
も
う
１
人
（
？
）

癒
し
が
い
る
。
黒
パ
グ
（
犬
）
の

【
も
も
】
で
あ
る
。
生
後
３
か
月

で
我
が
家
に
き
た
が
、
４
月
に
は

11
歳
（
人
間
の
60
歳
）
に
な
る
。

顔
や
お
腹
に
は
白
い
も
の
が
目
立

ち
、
耳
も
遠
く
な
り
、
階
段
も
上

ら
な
く
な
っ
た
が
、夫
と
私
に
と
っ

て
は
大
切
な
家
族
の
１
人
、
癒
し

の
存
在
で
あ
る
。そ
ん
な【
も
も
】

が
孫
に
ど
ん
な
反

応
を
す
る
か
心
配

し
て
い
た
が
、
雰

囲
気
で
分
か
る
の

だ
ろ
う
。
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。

　
３
が
日
に
は
、

皇
居
の
他
に
初
詣

（
写
真
）
や
新
年

の
挨
拶
回
り
、
そ

し
て
夫
と
私
の
実

家
へ
行
く
の
だ
が
、

今
年
は
嫁
と
孫
も

加
わ
り
家
族
総
出
の
大
移
動
と
な

っ
た
。行
く
先
々
で
皆
様
に
良
く
し

て
頂
き
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
た
ら
、
も
う
１
月

も
終
わ
り
で
あ
る
。
『
光
陰
矢
の

如
し
』
時
間
を
有
効
に
使
わ
ね
ば
。

　
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か

な
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　
12
月
３
日
（
日
）
、
第
35
回

『
も
ち
つ
き
大
会
』
が
今
宮
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
好
天
の
も
と
、

開
始
時
間
30
分
前
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
た
た
め
、
急
遽
時
間
を
繰

り
上
げ
て
10
時
半
に
ス
タ
ー
ト
。

　
つ
き
た
て
の
餅
、
け
ん
ち
ん
汁
、

し
ぼ
り
た
て
牛
乳
、
綿
あ
め
の
他
、

お
か
ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

特
製
の
釜
で
焼
か
れ
た
焼
き
芋
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
も
振
る
舞
わ
れ
た

が
、
用
意
し
た
材
料
は
終
了
時
刻

を
待
た
ず
に
次
々
と
品
切
れ
と
な

り
、
35
回
の
節
目
の
大
会
は
大
盛

況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
日
ま
で
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
初
心
』
を
編

集
す
る
に
あ
た

り
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
半

年
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
か
ら

福
田
知
事
の
県
政
に
取
り
組
む
真

摯
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
初
心
』
は
、
知
事
の
県
政
へ

の
取
り
組
み
や
日
々
の
出
来
事
な

ど
を
纏
め
て
お
届
け
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

けんちん汁担当の皆さん

　
永
年
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
わ
り
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

《
昨
年
を
振
り
返
っ
て
》

　
那
須
雪
崩
事
故
の
発
生
は
、
悔

や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
出
来

事
だ
っ
た
。
改
め
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
２
月
に
は
、
高
雄
市
（
台
湾
）

を
訪
問
し
、
「
経
済
分
野
及
び
教

育
分
野
に
お
け
る
友
好
協
力
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。

　
６
月
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

（
米
国
）
の
建
国
２
０
０
周
年
と

ホ
ル
コ
ム
新
知
事
の
就
任
に
対
す

る
祝
意
を
伝
達
。
９
月
に
は
、
ホ

ル
コ
ム
知
事
以
下
訪
問
団
が
来
県

し
、
相
互
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
11
月
に
は
、
韓
国
釜
山
で
の
日

韓
知
事
会
議
へ
出
席
。

　
帰
国
後
す
ぐ
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

を
訪
問
し
、
同
国
30
の
競
技
団
体

に
対
し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
て
の
栃
木
県
で

の
キ
ャ
ン
プ
に
関
し
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
（
上
記
写
真
）
。

陸
上
競
技
協
会
と
は
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
覚
書
を
締
結
し
、
他
の
競
技

団
体
と
は
個
別
協
議
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
４
月
か
ら
６
月
は
プ
レ
Ｄ
Ｃ

（
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
開
催
、

期
間
中
の
観
光
客
入
込
数
、
宿
泊

数
と
も
に
前
年
同
期
を
上
回
っ
た
。

　
８
月
11
日
は
、
第
２
回
「
山
の

日
」
記
念
全
国
大
会
を
那
須
町
で

開
催
し
た
。
約
６
万
人
を
超
え
る

県
内
外
の
皆
様
の
参
加
に
よ
り
、

『
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
』
と
い
う
山

の
日
の
意
義
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　
11
月
に
開
催
し
た
『
と
ち
ぎ
技

能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
で

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
と
来

場
者
併
せ
て
約
25
万
人
で
賑
わ
っ

　
９
月
12
日
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
杉
山
愛
さ
ん
の
お
母
様

【
杉
山
芙
沙
子
さ
ん
】（
下
写
真
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
【
人
の
可

能
性
を
伸
ば
す
10
の
黄
金
法
則
〜

世
界
に
通
用
す
る
人
材
は
こ
う
し

て
育
て
る
〜
】
と
題
し
て
講
演
し

て
頂
い
た
。

　
娘
の
愛
さ
ん
を
始
め
、
錦
織
圭

選
手
や
穂
積
絵
莉
選
手
な
ど
の
コ

ー
チ
と
し
て
長
年
指
導
に
当
た
っ
て

き
た
杉
山
さ
ん
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
コ
ー
チ
ン
グ
と
い
う
経
験

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
、『
互
い
に

「
尊
重
し
合
う
」こ
と
の
大
切
さ

文
化
講
演
会

知
事
と
語
る
会

杉
山
芙
紗
子
さ
ん
を
迎
え
て

知
事
当
選
の
日
を
記
念
し
て

も
ち
つ
き
大
会

最
高
の
人
出
と
な
っ
た

を
知
る
』
『
目
標
を
持
っ
て
「
続

け
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
』

『
す
ぐ
に
答
え
が
出
な
い
も
の
を

「
待
つ
」
こ
と
と
、
「
学
び
続
け

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
』
な

ど
【
10
の
黄
金
法
則
】
。

　
そ
の
人
が
人
生
の
中
で
質
の
高

い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
を
磨
き
、
自
分
が
輝
け

る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
、
な
ど
大
変
貴
重

な
お
話
を
し
て
下
さ
り
、
会
場
の

皆
様
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。

　
11
月
20
日
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
２
年
ぶ
り
に
『
知
事
と

語
る
会
』
を
開
催
し
た（
下
写
真
）。

　
最
初
に
知
事
か
ら
、
２
月
に
台

湾
・
高
雄
市
、
６
月
は
米
国
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
、
11
月
は
韓
国
・

釜
山
を
訪
問
し
て
友
好
交
流
し
、

11
月
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
訪
問
し
て

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
覚
書
を
締
結
し

た
こ
と
、
『
と
ち
ぎ
技
能
五
輪
』

で
好
成
績
を
収
め
た
こ
と
な
ど
、

直
近
１
年
間
の
県
政
が
報
告
さ
れ
、

今
年
は
い
よ
い
よ
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
迎
え
る
こ
と
な
ど
、
県
政
へ
の

取
り
組
み
が
話
さ
れ
た
。
そ
の
後

質
疑
応
答
で
、
職
員
と
う
ま
く
や

る
秘
訣
を
聞
か
れ
「
職
員
に
自
分

の
考
え
を
伝
え
、
一
緒
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
答
え
た
。

競技団体関係者にプレゼンテーションする福田知事（17/11/8 ブダペスト市内のコミュニティセンター）

35年間ご協力ありがとうございます

父・佐市ともちをつく福田知事（左）

綿あめと洗い場担当の皆さん

搗きあがった餅にあんこやきな粉をまぶす皆さん

受付と牛乳担当の皆さん

駐車場担当の皆さん

蒸かし担当の皆さん


